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第 4章は主論文 5で述べた。 
 













どにも毒性を示すことが明らかとなっている [4, 5]。そのメカニズムとして、シトクロム P450 
(CYP2E1) によって代謝された後、トリクロロメチルラジカル (・CCl3)、過酸化トリクロロメ




ナーゼ (ALT) やアスパラギン酸トランスアミナーゼ (AST) および肝臓の組織学的検討に焦点











g/kgでのみ 6割のマウスが死亡した。腹腔内投与では 4 g/kgの投与量で 8割の死亡が認められ、





腹腔内投与することで CCl4致死毒性を検討することとした。次に、CCl4を投与する 24 時間前
に亜鉛またはカドミウムを前投与した際の致死毒性を検討した。その結果、CCl4 単独投与と比
較すると、改善傾向は認められたが、完全な致死毒性抑制効果は認められなかった。そこで、亜























第 3章では、CCl4以外の肝障害惹起化合物であるブロモベンゼン (BB) でも同様の結果が得
られるか検討した。8 週齢の ddY系雄性マウス 12匹に対して、1.2 g/kgの用量の BB を腹腔内投
与すると、投与 24 時間で 7 匹のマウスの死亡が確認された。また、48時間後で 11 匹のマウス
が死亡した。その一方で、亜鉛を前投与すると、72時間で 1匹のマウスが死亡したが、48 時間
までは死亡例は観察されなかった。 
次に BB投与 18 時間後における肝臓への障害に対する亜鉛の効果を検証した。血漿中の ALT


















の低下が認められ、給餌 4週間では約 30 %の血漿カルシウム濃度の低下が認められた。その一
方で、体重や肝機能および腎機能に影響は認められなかった。この条件下で 2 g/kg の用量 (非
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